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対象は①京都府立医科大学附属病院精神科心療内科に 2010 年 4 月~2013 年 3 月に初診で受診した
②18 歳以上③International Classification of Disease, 10th version で F3：気分障害、F4：神経症性障害，
ストレス関連障害および身体表現性障害に該当する患者とした．治療以外の目的で受診した患者，
家族のみの受診，二か月以内に大学病院への通院が不要と判断された患者，専門外来に通院するこ
ととなった患者は除外し，532 名が対象となった．脱落の定義は受診予定日より 90 日間受診がない
こととした．患者のカルテから性別，年齢，教育歴，職業，婚姻歴，受診歴を調べ，重症度を Global 




高い GAF，精神科医の経験年数が 10 年未満であった．多変量解析では若年層，低い教育歴，離婚
や死別，高い GAF が関連していた．多変量解析で医師の経験年数は脱落と統計学的には有意な関連
はなかったが 10 年以上経験のある医師と比較し，経験が 10 年未満の医師で患者脱落のハザード比
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